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主 として当時の触書類 より考察 した京阪両都市の
庶民生活に天明飢謹が及ぼした影響
浅 見 益 吉 郎
The Influence of "Tenmei Famine" on the Civil Lives of Both Kyoto 
      & Osaka Cities, Mainly Speculated from the Official 
                Proclamations of Those Days.
Masukichiro Asami
1.は じ め に
 18世紀後半の天明年間(1781～1788)に 発生 した飢
饅は,同 世紀前半の享保末年および19世 紀前半の天保
年間の飢謹 と並んで,わ が国近世における三大飢饅の
一つ と称せ られている。これ らは奇 しくもほぼ正確に
50年 の間隔で発生 しているが,と りわけ天明飢謹の被
害が最 も深刻かつ悲惨なものであった点 は諸説の一致
するところであるM1)。






作 とな った?)。 従ってその被害は主に東北,関 東 に集
中 し,特 に東北地方では餓死者数十万人 に及ぶ惨状を
呈するに至 ったのである。 しか し被害の程度が東北 日




*以 下本文中の月数はすべて和暦(旧 暦)に よる。
注1・ 浅間山大噴火 に関する記録,史 料は数多 く残 さ
 れているが,後 見草tz>,甲 子夜話S3),宝 暦現来集14>,





 とりわけ,直 接食糧の生産に携わ らず,平 常時でさ
えその日暮 しの生計を営んでいた当時の都市細民が,
巷に麟かれる大凶作の噂を裏付 けるよ うに何処か らと
もな く流亡 して くる哀れな飢入の姿を目のあた りに し,
日々天井知 らずに高騰を続 ける米価の動向に大きな不
安を懐 きながら辛 うじて糊 口を凌いでいた心許なさは
察するに余 りある。
 本稿は当時の京阪両市民が不気味に迫 って くる飢謹
の暗影にどのように苛まれ,ど のように対応 したかを
経時的にうかがう一手段として,当 時の両都奉行所よ
     ふれがき
り達示された触書類の中か ら関連のある内容のものを




 以下主 として この表 にもとづ き,天 明飢饅が京阪両
市民に及ぼ した影響についての考察を試みたい。
2.天 明期における京阪両都の概況
 考察に先立ち,当 時にお ける両都市 の地位,機 能な
らびに機構などを概説 してお く必要があるだろう。
 徳川時代を通 じ,江 戸,大 阪および京都を総称 して





































































































注4・大阪の惣代および町代も，天明8年 (1786) 6 
月，身分を弁えぬ振舞を以後厳重に慎むよう，奉行
所より厳しい戒告を受けている。
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表1. 天明飢鍾に関連のある京都，大阪両町
大阪編年史・ 12、13巻・大阪市史 (S) ・第 3
巻ー頁 年.}j・E! vヨ t廿~・B 要 K目'" 
12← 74 2・8・24 公儀呉服所、後藤縫殿助米切手改役に任命、米切手取引紛'昇調停。
1/ - 102 2 .11・8 仙台他1濯に調停中は廻米取引禁止を達示。
1/ - 108 2 .12・6 諸i審蔵屋敷に米切手払ほしの延滞を禁止。
1/ - 113 3.2・1 暴動発生、市内米商2軒打壊し。弥次馬見物厳禁。
1/ - 114 3.2・7 *=、油、新、綿等の買出、図置、値上及び米切手退蔵不使用等禁止。
1/ - 116 3.2・9 三郷rf，t-:に窮民数|血勧誘、匿名希望者は惣会所へ申出ること。
S -994 3・2・1 :.p三三千f衛門銭3000貫』血行中日i。数値細I~の選定指示。
12. 116 3.2・12 -*イ曲、銭相場に関しUYt百、張紙等の取締、犯人は逮捕せよ。
1/ー 116 3・2・25 日j年夜、家 tに町内の図窮者調査を指示。①出稼ぎ留守人、②病弱幼少者、③貧窮乞食
1/ - 119 3・3・13 飛脚以外の方法(子旗信号、伝書鳩等)で堂島相場を他米市場へ伝達することを禁止。
1/ - 129 3.5・20 米騰関連の不穏張紙取締、人違いでも容疑者逮捕して可。
S-1001 3・6・l2 米価騰貴の折桝、派手な神事祭礼、練り物等自粛のこと。
12--158 3' 7・21 米騰の折柄、貧悶者Ji外聞を恥じることなく、粥食をして節米せよ。
1/ - 161 3・8・13 昨年千件ーの折柄、米騰を子;*Jtしての現米、米切手の買占禁止、違反者は処罰、密、告可。
1/ー 162 3'9・21 銭相場ドF舎の折柄、諸物価もそれに応じて引下げよ。株仲間中し合せの物価釣上厳禁。
1/ - 166 3.10・28 正米切手も改めて後藤縫殿助の加印必要。手数料・銀 1匁/石。
1/←ー 168 3.11.5 先月来出火頻々、条町に自身番設置し、町役人常時巡視警戒のこと。
1/ - 176 3 .12・23 (市内、内平野町より出火、 1300世帯焼失)
"-179 4 .①ー 14 投機目的の現)f之、米切手の買占、囲置厳禁。掲米屋の小売価格抑制指示。
1/ - 190 4・2・10 現米、lE-*:切子h'iり人に預託者の氏名報告命令。(翌日買占商16名逮捕投獄)
1/ - 192 4・2・18 市中在庫米払底に付、他国への出荷禁止。
1/ - 193 4・2・18 米小売価格が米相場下落に拘らず低下せず。 t島米屋へ価格引下げ命令。
1/ - 194 4・2・30 (曽板崎新地出火、焼失戸数・143C別説ですま1.260戸1)
S -1033 4・3・14 (三郷中行倒人の介抱経費の町負担減額要求)
12-194 4・3・17 市中情勢静穏化につき、各町自身番の警戒体制解除指示。
1/ - 198 4・4・23 米仲買(2・10逮捕後釈放)の飼持米の1/3は強制買上(代価70匁/石)、残りは自由販売指示。
1/ - 200 4・4・24 京都、伏見両市民の懇請により岡地への送米許可、三郷市民へは一層の節米指示。
1/ - 201 4・5・1 三郷細民救済の為米2.5万石有償放出(70匁/石)、各町役員に該当窮民の調査指示。
1/ - 207 4・5・11 米の間持、不穏の徒党集合、間米の売買等厳禁(幕令による)。
S -1042 4・5・11 三郷内肉窮者救他のための該当人員再調11:指令。
1/ -1043 4・5・25 困窮者5.7万人余に救a凶米有償配給(1人当り0.4347石の割)。
12-214 4・7・23 米欠乏の折柄、酒造米は市外よりの買人分を用いること(三郷内酒造家へ)。
1/ - 216 4・8・19 f島米屋へ達示。米卸値が74-75匁;;百に下ったので小売値もこれに準じて引下げよ。
1/ - 233 4・9・13 三郷郊外の掲米、駄売屋へ、米仲買よりの米穀売渡し許可。
1/ - 234 4・10・5 大阪市場へ新穀入荷により、規制中の他国への売米解禁。
S-1056 4・10・19 火災頻発に付、火元入念点検、くわえぎせる禁止を達示。
12-245 4・1・26 米切手への後藤縫殿助加印の制度廃止(幕令による)
1/ - 253 4・11.28 ィI!肉、種物問屋へ達示。泊・菜種・綿実の買占売惜しみ厳禁。
1/ー 256 4・12・17 当年豊作に拘らず小売値下らず市民困窮。悪質買占人は摘発厳罰。
1 - 258 4・12・19 十島米屋に米相場に準じて小売値引下げ指令。
1/ - 261 5・1・23 市中在庫払底、米価騰貴の気配あり。追って沙汰ある迄はニ郷より他国持出禁止。
1/ - 262 5・1・26 米秤量公正化のため、規格外の桝撞使用禁止。
1/ - 263 5・1・30 市中在庫米増加のため、他国への売出し解禁。
1/ - 272 5・5・2 市内盗難火災多発、各町毎に臨時夜警強化のこと (5・5、7・11にも同様指令)。
1/ - 296 5・9・14 米仲買に指令。買占禁令を誤解して取引を縮小し、市況を沈滞きせぬよう。






















290 4.3・16 京都近在より他国への米穀等持出禁止。市中への持込は従来通り差支えなし。 若年寄回沼意次刃傷事件(3・24)
295 4・4・ 大阪より 1ヶ月限りの廻米確約取付け。今後共、節米と窮民救凶に心掛けよ。
京都所司代牧野定長・転(5・11)、戸田忠寛・任(5・1)









大阪編年史・ 12、13巻・大阪市史 (5) ・第 3
巻ー頁 年・月・日 内 '壬ーき=・・ 要 旨
5-1132 6・4・8 昨7日寒気の節乞食や困窮人に粥施行した者がある由、奇特に付称美する。(奉行名)
1/ -1136 6・5・4 火災頻発に付火の用心厳重に、怪しい者は捕抑え訴出ること。
12-340 6・5・27 盗賊横行対策として、各町の防犯に協力体制を布くこと。
1/ - 343 6・7・13 諸侯財政窮迫を救済のため富商、豪農に出資金拠出を命令(幕令による、 8・24撤回)
1/ - 350 6・9・16 (田沼失脚に伴い、二朱銀不通用の噂が専ら、価格も下落し市中動揺。)
1/ - 351 6・9・29 酒造用米半減指令(京都の通達と同趣旨、幕令による)。
1/ - 352 6.10・24 酒造米半減指令に便乗して酒価格を値上げせぬよう、造酒業者、小売屋へ通達。
5 -1167 6.⑪・19 関東大水害で米騰の折柄ながら、米の小売値をなるべく引下げよ。
12-352 6・⑪・19 米商(上問尾)に米価の故意引上、取引停滞の禁止、流言浮説の取締り指示。
1/ - 360 6・12・27 二朱銀流通停止の目撃の事実無根を告示、その価格下落を招かぬよう。(京都では、6・12・28通達)
1/ - 364 7・1・5 幕命により市中米I万石余を江戸へ廻送。これにより市中米価を引上げぬよう自粛を指令。
1/ - 367 7. 1・25 後藤縫殿助の米切手改役兼任を解〈、以後米取引は自由に(幕令による)， (京都では6・12・19通達)
1/ - 382 7・5・10 米の思惑買、聞置厳禁、 f島米屋の暴利に警告、取締りを達示。
1/ - 382 7・5・12 昨日市中暴動発生、 4良藷者は召捕って訴え出ること。
1/ - 387 7・5・16 三郷有志、に喜捨、窮民救他を勧奨。
5-1183 7・5・19 各町年寄へ窮民救協のための該当人調査緊急指令。 (22にも再調査指令)
12-389 7・5・22 三郷有志、喜捨金(銭1.5万貫余)を窮民(19万人)に賑給(1戸当り100文)， (支給は5.28実施)
1/ - 396 7・5・25 三郷外への米澱出禁止、市内在庫米の総点検書き上げを指示。 (5・29再調査命令)
1/ - 400 7・5・25 米仲買人に、みだりに米価を高下させぬよう注告
5 -1185 7・5・25 今般幕府の大阪での調達米を江戸廻米するが、便乗して米価を上げぬよう。
12-402 7・5・29 米払底に付、手持余剰米、預り米に至るまで在庫すべてを町年寄が調査報告せよ。
1/ - 405 7・6・1 過日の在庫米調査で売米が尽きると思いこみ休業する掲米屋あり。これは事実無根の旨通達。
1/ - 406 7・6・3 市内暴動再発。各町に自警休制強化指示。弥次馬及び傍観を厳禁。
1/ - 408 7・6・7 京都・伏見両奉行の要請により両地へ若干量の廻米を上問屋、上積問屋に許可。
1/ - 409 7・6・15 f島米屋へ指令。原米の相場価格に応じての精米値段で小売すること。
1/ - 410 7・6・20 市内西部在住有志の施行により10日間九条村竹林寺で窮民に施米の旨公告。
1/ - 411 7・6・25 市中米払底のため、新穀入荷までは奉行所指示以外、私有米でも市外持出厳禁。
1/ - 413 7・7・3 市内暴動鎮静化につき各町の自警体制緩和を指示。
1/ - 415 7.7・19 酒造米を許可量の1/3に減石(幕令による)。これによっての酒価値上げ禁止。
5-1201 7.7・29 三郷内貧窮人に官米500石を賑給するので、対象者を調査報告のこと。
12-418 7・8・10 再び酒造石数の2/3減を達示。隠匿者U:厳罰の旨布告。
1/ - 419 7・8・15 米穀用衡器の再検定指示(検定指定者・神善四郎)
1/ - 420 7・8・17 7.29布告の官米無償娠給実施。給与窮民2.9万人。
1/ - 423 7'8・19 新穀出廻り期に入ったので、米穀の市外搬出販売を全面白由化管示。
1/ - 427 7・8・29 盗賊横行につき、各町の自警、防火体制強化を指示。不審者は逮捕のこと。
1/ - 435 7・9・15 人心不安を煽る故意の拾文、張札は焼捨てよ。犯人の厳重探索指令。
1/ - 440 7・10・16 飯米と偽って米を買い、酒造用に横流しする者があれば、告訴せよ。
1/ - 442 7・11・7 規定以上の酒の密増石禁止布令(幕令による)。
1/ - 459 7.12・17 縄米屋株、駄売屋株制度、小売米価引下げに妨げとなるので廃止。
1/ - 460 7.12・20 薪問屋、同仲買株、同地売上積問屋株廃止。
1/ - 461 7・12・20 三郷及ぴ摂河泉各村の小便(下肥)引議及ぴ仲買株廃止。
1/ - 462 7.12・22 炭問屋株、鍛冶炭仲買株廃止。
1/ - 464 7・12・24 両替商、銭商の上納銀制度廃止、金銀交換の際の増歩禁止。
13- 1 8・1・26 米隠匿・酒密造者に対し徒党を組んで乱暴脅迫することを禁止(幕令による)
1/- 4 8・2・2 京都大火に便乗した木材米穀等の価格引上を厳禁。
1/- 4 8・2・6 各町々とも火元、盗難に厳重注意のこと。不審者は逮捕留置して届出のこと。




頁 年・月・日 内 fi: 要 ヒ目ニJ
CJtu : 1786. 1・30J
江戸大水脊(7・ ) 
400 6・8・26 関東大水害、食糧欠乏につき、無被災地より江戸への食中量売込み勝手次第に、(幕令によるj。 老中田沼惹;次・免(8・27)








432 7・5・ 昨今再ひー米騰につき、市民協力して飢人救済に心往トけよ。市況活性化のため普請、j笹山を奨励。 大阪城代阿古E正殿・卒(4・2)、堀田正順・任(4・19)
将軍徳川家斉・任(4・15)
434 7・5・18 米騰の折柄町内相互扶助、富人の倹約、諸物価引下努力要請。買占厳禁。
434 7・5・28 大阪よリの廻米途絶につき細民欠糧、町役人不穏動向に討:意し、米屋lま少量ても売ってやれ。 全国的暴動、 .j突発生(5・-6・)
434 7・6・1 町行司へ通達。市内富裕者に米その他の物資拠出を勧奨のこと。
435 7・6・2 大阪の暴動に鑑み、市中各町役の自警自治体制強化指示。













所司代戸田忠寛・免(12 ・ 16~ 松平来完・任(12 ・ 16)
456 8. 1・22 市内の捨子取締再布令。 I (元旦 1788・I'il 
458 8・2・2 大火被災地の町役は早々立戻れ。他人の焼跡の残貨拾集禁止。諸物価釣上厳禁。 京都大火(l・30-2・2)
458 8・2・4 類焼を免れた周辺地で暴利を貧る者は厳罰。
460 8・2・9 被災地、焼残地を問わず、負債のため手鎖、町預け中の者、町役付添の上出頭のこと。 1
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大阪編年史・ 12、13巻・大阪市史 (S) ・第 3
巻頁 年・月・ fl 内 官~・ 要 旨
13-- 1 8.2・19 京都大火につき、松村は公儀が独占買入、他村はなるべく廉価に京都へ出荷するよう.
1 -- 13 8・2・27 米殺、材木、板類その他暴利を慎め。同置不可。 7iー 違背者があれば氏名等車L明する。
S -1244 8・3・3 京都大火に便乗した暴利禁止、権災者への救↑皿砲行を奨励。
1 -1246 8・3・5 去夏大阪での地行者、矯磨屋仁三郎表彰。
13- 23 8・4・10 今回の飢健、京都大火に鑑み、米穀を大切に、米価高騰抑制に努めよ(幕令による)
1 - 37 8・5・22 最近抜刀強盗{非倒、各回J番人協力して逮捕に努めよ。先日北上回江での強盗召捕を賞美する。
11- 56 8・6・11 北国米廻J曹の時期となったが、消i宣米に転用は不可の旨重ねて達示。
1 - 57 8・6・13 三郷惣代心得違いにてj!J:頃横柄の風あり。強〈叱案、以後慎しむよう。
/1 -- 63 8.7・15 酒造b高改めを厳格に。様造用具には極印のこと(幕令による)。
/1 - 65 8・7・24 今倒の凶作に度の過ぎた思惑賀、岡置で米価を騰貴させた者は不{容の極み。今後は厳しく札明する。
!/ -- 68 8.7・29 不正米仲買13名を投獄。欠所、追放等厳罰処分。取締の年行f;J4名も叱責。
1 - 85 8・9・28 最近捨子増加。犯人発見次第厳罰。養育は富裕者に任せず町内十tH人とせよ。貰い児希望は望み次第に。
1 - 86 8・10・27 米仲買に達示c 先に同業を処罰したが正道のl揃いならば柳も危ぶむ必要なし。商況を萎縮させぬ様。
S-1280 8.11・25 灯油最近値トリ。 ill1絞I留の相場引上、開置の者は厳科に処す。
1 -1286 8.12・28 江戸と機脈を通じ米相場を操作すること厳禁。
表作 巻 頁および貞 大阪の12 、13ー は大阪編年史12巻および13巻、 Sー は大阪市史・第3の各所載頁数。京都は京都町触集成・第6巻の所載頁数を示す。
年・月・ 日:旧暦の日付で示す。 Oで囲んだ月は閏月。


























京都 IBJ 触集成. 6 巻
備 考









471 8.2・23 大阪、大津、伏見、淀、鳥羽の運送業者、 1ヶ年は運賃を高くせぬ様。







483 8.3・24 大火横死者追善法要(3・24より7日間)告示。参詣自由なれど供物持参不可。 老中水野忠友・免(3・28)
490 8・4・ 大阪城備蓄の味噌を市民に官給(5町lこ2樽の割)、27日より高瀬川四条の荷揚場で引渡し。 老中松平康福・免(4・3)、松平信明・任(4・4)
491 8・4・22 市内疫病流行のため、窮民は葬式も出せぬ由。町役人、家主は世話介護を怠るなかれ。
498 8.5・9 市内米小売商、米価を引下げ1.1-1.2升/100文で販売しているのは奇特の至り。町代を通じ褒認。






















































































































仏、 ヘ I~ 4 茎見守4、年=td 品~ 寸4h 上主 v ふ、守，.f 上50 
。安永 天明 寛政
8 1 2 3 






























































































































































































































































































































































































14)山田桂翁:宝暦現来集・ 2，天保2 (1831) C続日
本随筆大成別巻6所載〕
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